
か
先
程
か
ら
う
ち
の
チ
ャ
イ
ム
を
押
し
つ
づ
け
た
の
は
／
、

あ
な
た
は
ど
ん
な
に
忙
し
い
人
か
知
ら
ん
け
ど
、
他
家
の

チ
ャ
イ
ム
は
そ
ん
な
に
せ
わ
し
な
く
押
す
も
ん
と
ち
が

う
。
あ
ん
た
み
た
い
な
人
は
長
生
き
で
き
ん
ぞ
／
」

汗
で
シ
ャ
シ
の
半
分
以
上
も
濡
れ
た
そ
の
人
が
私
を
じ

っ
と
み
つ
め
な
が
ら
「
ご
主
人
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
つ
づ

け
た
位
で
そ
ん
な
に
カ
ッ
カ
し
は
っ
た
ら
早
死
に
し
ま
つ

せ
／
」
と
静
か
に
言
っ
た
。

私
は
、
そ
の
時
ハ
ン
マ
ー
で
ガ
ー
ン
と
頭
を
な
ぐ
ら
れ

た
よ
う
な
気
が
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
が
、
人
間
は
自
分

の
短
所
欠
点
は
解
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

☆
ピ
ン
ポ
ン
ピ
ン
ピ
ン
ポ
ン
…
…

私
は
、
関
東
の
企
業
や
九
州
の
団
体
等
へ
招
か
れ
て
出

か
け
る
こ
と
も
多
い
が
、
府
県
庁
や
マ
ス
コ
ミ
・
労
組
関

係
者
の
訪
問
を
う
け
る
こ
と
も
多
い
。
駅
の
階
段
は
二
段

づ
つ
昇
り
、
カ
ー
ア
ン
ド
エ
ア
ー
で
仕
事
を
し
て
い
る
者

に
と
っ
て
は
、
長
電
話
と
突
然
の
訪
問
は
困
り
も
の
で
あ

る
。私

は
覇
で
き
る
事
な
ら
一
年
間
位
は
海
外
に
出
な
い
よ

う
に
し
た
い
／
、
と
思
っ
て
い
た
が
そ
の
願
い
は
昨
年
も

か
な
わ
な
か
っ
た
。
昨
夏
は
上
海
と
西
安
を
訪
ね
今
春

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
恰
爾
浜
・
藩
陽
・
北
京
の
大
学
へ

出
講
し
た
。

去
年
の
七
月
二
十
日
（
土
）
、
テ
レ
ビ
出
演
を
終
っ
て
帰

宅
し
た
途
端
に
わ
が
家
の
チ
ャ
イ
ム
が
、
ピ
ン
ポ
ン
ピ
ン

ポ
ン
ピ
ン
ポ
ン
と
鳴
り
つ
づ
け
た
。
丁
度
ズ
ボ
ン
を
脱
ぎ

か
け
て
い
た
私
は
、
朝
日
新
聞
の
集
金
の
人
か
な
あ
？

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
九
州
産
業
交
通
の
ト
ラ
ッ
ク
か
な
あ
？

な
ど
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
チ
ャ
イ
ム
は
私
が
玄
関
に

出
て
い
く
ま
で
三
分
程
も
鳴
り
つ
づ
け
た
。

徐
々
に
腹
が
立
っ
て
き
た
私
は
玄
関
の
扉
を
開
け
る
な

り
、
そ
こ
に
立
っ
て
い
た
男
の
人
を
み
て
「
あ
な
た
で
す

瀧
計
蕊

Ｉ

近
代

教
授
〉

デ
ン
マ
ー
ク
体
操
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
、
グ
ナ
ー
Ｂ
ハ

脳
と
ば
し

ン
セ
ン
校
長
に
逢
う
と
遊
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
。
握

手
し
た
手
の
厚
味
と
力
強
さ
に
彼
の
意
欲
と
親
愛
の
情
が

感
じ
ら
れ
る
。
ス
イ
ス
の
物
理
学
者
ハ
リ
ー
ト
マ
ス
教
授

は
、
私
の
好
物
が
魚
料
理
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

て
、
よ
く
ラ
イ
ン
河
畔
の
料
理
屋
へ
案
内
し
て
く
れ
る
。

バ
ル
ト
海
で
ヨ
ッ
ト
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
モ
ー
ー
カ
ベ
ッ

ク
マ
ン
、
ソ
連
の
リ
ュ
ー
ダ
ー
や
ユ
ー
ラ
、
ス
ペ
イ
ン
の

☆
男
の
顔
は
履
歴
書
、
女
の
顔
は
請
求
書
、

顔
の
色
艶
診
断
書

一

人 １
１４０
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



☆
縁
な
き
人
は
、
顔
が
合
っ
て
も
通
り
す
ぎ
、

縁
あ
る
人
は
千
里
を
越
え
て
も
逢
い
に
く
る

恩
師
ア
ー
ネ
・
モ
ー
テ
ン
セ
ン
御
夫
妻
や
私
と
兄
弟
盃

を
交
し
た
グ
ナ
ー
Ｂ
ハ
ン
セ
ン
に
は
訪
デ
の
予
定
を
連
絡

し
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、
加
年
前
日
本
で
知
り
あ
っ
た
ヨ

ハ
ネ
ス
理
事
長
に
は
私
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
連
絡
し
て
い

な
か
っ
た
。

今
回
、
中
国
を
旅
し
た
時
は
、
毎
日
数
千
人
の
方
に
お

目
に
か
か
っ
た
が
北
京
体
育
学
院
の
橘
福
鹿
学
院
長
に
は

直
接
連
絡
し
て
い
な
か
っ
た
。
中
日
友
好
協
会
の
黄
世
明

秘
書
長
に
は
初
め
て
の
出
会
い
だ
っ
た
し
恰
爾
浜
の
田
雨

普
副
学
院
長
に
も
初
め
て
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
デ
ン
マ

ー
ク
で
、
年
振
り
に
逢
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
夫
妻
、
国
境
の
街

バ
ー
ゼ
ル
で
再
会
し
た
ト
ー
マ
ス
教
授
、
初
め
て
出
会
っ

た
い
じ
ん

た
異
国
の
人
達
に
〃
大
人
〃
の
風
格
と
親
し
み
を
感
じ
た

旅
は
最
高
の
出
会
い
で
あ
り
、
深
い
ご
縁
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。面

接
を
す
る
人
は
互
い
に
観
ら
れ
て
る
。
教
師
は
学
生

に
テ
ス
ト
さ
れ
講
演
の
講
師
は
受
講
者
に
評
価
さ
れ
る
立

場
に
あ
る
。
近
代
の
読
書
で
あ
る
〃
旅
〃
を
又
つ
づ
け
ら

れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
出
会
い
を
大
切
に

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ペ
リ
ー
ゼ
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
達
と
出

会
っ
た
時
私
は
彼
（
女
）
等
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
と
生
き

ざ
ま
が
解
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
一
一
ナ
ー
、
ベ
ン
タ
ー
、

マ
リ
ア
、
イ
ン
ガ
バ
イ
ス
コ
ウ
や
王
秀
蓉
さ
ん
な
ど
女
性

達
の
顔
に
は
、
区
切
り
と
充
実
を
求
め
る
願
望
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。
朝
か
ら
一
一
コ
一
一
コ
、
芯
か
ら
笑
え
る
人
達
の
顔

は
、
医
者
不
要
の
診
断
書
で
あ
る
。

駅
碓
沸
野

属守

欝灘

１
１４１
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雲

右近恭子弓ハ
ルＩルス夜弓
トシＬ－パのう
うアモ１ガラ

零 ご
・
．

☆
グ
ル
ジ
ア
の
放
浪
画
家

二
コ
・
ピ
ロ
ス
マ
ニ
展

し
ん
ホ
ー
ル
一
般
７
０
０
円
大
高
生

一
杯
の
酒
、
一
片
の
パ
ン
の

た
め
に
絵
を
描
き
、
放
浪
の
生

涯
を
送
っ
た
伝
説
の
ボ
ヘ
ミ
ア

ン
画
家
、
一
一
コ
。
ピ
ロ
ス
マ
ニ

芸
術
の
世
界
に
も
容
赦
な
く

押
し
寄
せ
る
西
欧
近
代
化
の
波

を
、
頑
な
な
ま
で
に
拒
否
し
続

け
、
ロ
シ
ア
の
大
地
で
た
だ
一

人
孤
高
の
創
作
活
動
を
続
け
た

彼
は
、
現
代
も
ロ
シ
ア
を
代
表

す
る
民
衆
画
家
と
し
て
愛
さ
れ

完
成
や
洗
練
と
い
っ
た
も
の

と
は
対
極
に
位
世
す
る
彼
の
作

風
は
、
技
術
万
能
の
現
代
に
お

い
て
、
む
し
ろ
強
烈
な
印
象
を

放
つ
。本

展
は
知
ら
れ
ざ
る
ロ
シ
ア

プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
の
謎
に
焦
点
を

当
て
る
、
日
本
初
の
回
顧
展
で

1 0 0 ％夏します／

楽見ぷ歌ふ
してりいれ
めもとつる

－
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
浮
世
絵

師
、
写
楽
。
そ
し
て
、
写
楽
の

存
在
と
虚
々
実
々
に
重
り
合
う

歌
庶
。
謎
と
色
に
ま
み
れ
た
こ

の
二
人
の
絵
師
の
生
き
ざ
ま

に
、
異
色
の
演
劇
集
団
風
林
火

山
が
挑
む
話
題
作
。

歌
舞
伎
、
日
本
舞
踊
、
噺
家

…
と
、
古
典
芸
能
界
の
超
党
派

集
団
が
、
年
に
一
度
だ
け
集
ま

る
と
い
う
こ
の
舞
台
。
嵐
徳
三

郎
露
乃
五
郎
、
笠
原
明
他
の
出

淡
。

｢ 女優マルガリータ」

ル
シ
ァ
の
空
気
に
触
れ
て
い
る
に
、
異
色
か
演
劇
集
団
風
林
火

束
仲
一
矩
。
フ
ラ
メ
ン
コ
に
な
山
が
挑
む
話
題
作
。

く
て
は
な
ら
ぬ
「
ア
ィ
レ
（
雰
歌
舞
伎
、
日
本
舞
踊
、
噺
宗

囲
気
）
」
を
表
現
す
る
芸
術
性
…
と
、
古
典
芸
能
界
の
超
党
派

豊
か
な
踊
り
は
、
見
る
者
を
魂
集
団
が
、
年
に
一
度
だ
け
集
主

の
底
か
ら
揺
さ
ぷ
ら
ず
に
は
い
る
と
い
う
こ
の
舞
台
。
嵐
徳
一
三

ら
れ
な
い
。
郎
露
乃
五
郎
、
笠
原
明
他
の
肌

出
浪
は
石
川
敬
子
、
阿
部
悠
黄
。

美
子
、
佐
藤
ケ
イ
コ
の
他
東
仲
ｉ

紗
潅
蜜
一
。
※

☆
写
楽
伝
説
狂
い
死
に
て
候
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

謂
譜
潅
禍
半
一
総
群
鵬
碑
月
猪
蝿
聯
神
一
戸
文
化
中
＊
‐

高
校
生
２
０
０
０
円
稲
年
度
第
加
回
神
戸
雌
ラ
イ

鯵

☆
熱
い
息
吹
き
を
感
じ
て

「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
夜
冊
」

７
月
四
日
（
土
通
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル
２
０
０
０
円

華
や
か
な
衣
裳
、
激
し
い
リ

ズ
ム
、
手
拍
子
、
足
拍
子
、
ギ

タ
ー
の
音
色
。
人
生
そ
の
も
の

を
表
現
す
る
か
の
よ
う
な
情
熱

の
踊
り
、
フ
ラ
メ
ン
コ
。東仲一矩

ァ渡イも
ンリンス自
ダ、にぺら

舞
踊

＝
ソ
ナ
タ
第
ｎ
番
」
な
ど
。

音
楽
に
愛
着
を
感
じ
ら
れ
る

演
奏
か
ら
は
型
に
は
ま
ら
な
い

新
時
代
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
楽
し

め
る
。

☆
小
泉
今
日
子
コ
ン
サ
ー
ト

７
月
型
日
（
火
遥
時
、
畑
時
半
神
戸
国

際
会
館
Ａ
３
５
０
０
円
Ｂ
３
０
０
０

円
ア
イ
ド
ル
と
い
う
一
言
菜
に
は

納
ま
り
き
ら
な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
話
題
を
呼
ぶ
小
泉
今
日
子

こ
と
、
唾
Ｙ
Ｏ
Ｎ
ｏ

こ
の
夏
、
全
国
邪
ヵ
所
で
行

わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
ト
ッ
プ

を
飾
る
神
戸
公
演
は
パ
ワ
ー
あ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
音
楽
賞
受
賞
記

念
の
リ
サ
イ
タ
ル
。

演
奏
曲
目
は
バ
ッ
ハ
「
フ
ラ

ン
ス
組
曲
」
ラ
ベ
ル
「
夜
の
ガ

１
１４２
１

い
つ
、
ど
こ
で
生
ま
れ
、
そ

し
て
死
ん
だ
の
か
。
本
当
に
実

在
の
人
物
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
…
…
。

笠原明露乃五郎
謎今なとの上美
のだがさ天屈術日
べにられ才指史本

る
ス
テ
ー
ジ
で
夏
バ
テ
気
味
の

人
に
は
パ
ワ
ー
充
電
に
最
高
。

☆
小
泉
今
日
子
の
ポ
ス
タ
ー
を
加
名
様
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
誓
に
住
所
、

氏
名
を
明
記
、
神
戸
っ
子
「
小
泉
今
日

子
」
へ
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☆
恋
雅
亭
伽
回
記
念
特
別
公
演

出
演
／
桂
枝
雀
、
笑
補
亭
松
餌
他
命

日
）
椎
文
珍
、
桂
小
文
枝
他
（
ｎ
日
）

、
日
（
木
五
日
（
金
）
唾
時
半
周
月
堂

ホ
ー
ル
２
０
０
０
円

☆
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
祭
典

稲
属
○
国
因
パ
リ
祭

７
月
皿
日
（
金
誼
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
４
５
０
０
円
Ａ
３
８
０
０
円

Ｂ
３
０
０
０
円

本
場
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
祭
と

同
時
期
に
行
わ
れ
る
シ
ャ
ン
ソ

ン
の
祭
典
。
今
回
は
特
別
出
演

の
淀
か
お
る
を
は
じ
め
、
石
井

好
子
、
芦
野
宏
、
堀
郁
子
、
大

木
康
子
等
々
の
ト
ッ
プ
シ
ン
ガ

ー
に
よ
り
、
「
ラ
・
メ
ー
ル
」

「
枯
莱
」
「
ア
イ
ラ
ブ
パ
リ
」
な

ど
の
昔
懐
し
い
宅
曲
か
ら
新
し

い
曲
ま
で
熱
唱
が
聞
か
れ
る
。

璽
蔓

☆
「
ザ
ル
ッ
プ
ル
グ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

２
日
（
水
）
、
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

Ａ
４
０
０
０
円
Ｂ
３
０
０
０
円

☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
演
奏
会

ピ
ア
ノ
／
プ
ル
ー
ノ
・
リ
グ
ッ
ト

指
揮
／
秋
山
和
慶

３
日
（
木
）
哩
時
神
戸
龍
大
ホ
‐
ル

Ａ
４
５
０
０
円
Ｂ
３
７
０
０
円
Ｃ

３
０
０
円

★
Ｎ
響
ト
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
七
夕

コ
ン
サ
ー
ト

７
日
（
日
）
四
時
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
Ｓ

４
０
０
０
円
Ａ
３
０
０
０
円

★
エ
レ
ガ
ン
ス
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
演
奏
会

吃
日
（
土
）
皿
時
田
崎
ホ
ー
ル
－
５

０
０
円

★
中
村
紘
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

躯
日
（
水
）
四
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー

ル
Ｓ
２
５
０
０
円
Ａ
２
０
０
０
円

☆
マ
リ
ー
ン
・
シ
ン
グ
ス
・
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
ウ
イ
ズ
・
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド

Ⅳ
日
（
木
）
皿
時
半
辿
異
化
大
赤
Ｉ

ル
３
５
０
０
円

☆
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
少
年
合
唱
団

卯
日
（
日
）
Ｍ
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

★
夏
休
み
に
ビ
ッ
グ
な
２
本

戦
争
用
に
開
発
さ
れ
た
ロ
ボ

ッ
ト
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
狂
い

で
人
間
そ
こ
の
け
の
感
性
を
持

ち
始
め
る
〃
シ
ョ
ー
ト
サ
ｉ
キ

ッ
ト
〃
そ
し
て
型
破
り
の
少
年

少
女
５
人
が
実
習
で
乗
り
込
ん

だ
〃
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
〃
号
で
起

こ
っ
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
…
。

ア
ス
ト
ロ
体
験
作
〃
ス
ペ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
〃
。
夏
休
み
は
胸
お

ど
る
映
画
が
待
ち
受
け
て
い
る

☆
こ
の
映
画
の
試
写
会
に
読
者
各
５
名
様

を
招
待
。
希
望
者
は
神
戸
っ
子
〃
シ
ョ

ー
ト
〃
係
、
〃
ス
ペ
ー
ス
〃
係
へ
７
／
旭
締

★
劇
団
ふ
ぉ
る
む

「
キ
レ
イ
ち
ゃ
ん
と
け
だ
も
の
」

狸
日
（
土
）
叫
時
四
時
週
日
（
日
）
”

時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
一
般
１
５

０
０
円
中
高
生
８
０
０
円

★
地
人
会
公
演
「
こ
の
子
た
ち
の
夏

１
９
４
５
・
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
」

晦
日
（
火
）
肥
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

☆
「
ト
ラ
ヴ
ィ
ア
ー
タ
（
椿
姫
と

、
日
（
木
）
型
時
、
恥
時
半
、
四
時
芦

屋
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
一
般
１
５
０
０
円

学
生
１
２
０
０
円

★
良
い
映
画
を
見
る
会

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

幻
日
（
日
）
、
時
、
狸
時
、
皿
時
ア
ル

カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
一
般
７
０
０
円

☆
神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
市
氏
映
画
劇
場

「
特
別
な
一
日
」

、
日
（
木
）
皿
（
金
）
哩
時
半
哩
日
（
土
）

皿
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
８
０
０

円

生
：
腎
驚

一
般
２
３
０
０
円
中
学
生
１
７
０
０

珂
凹

貴
：

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ブ
ジ
ェ

★
ご
僅
胃
旨
．
ジ
ョ
ー
ジ
・
チ
ャ
キ
リ
ス

配
日
（
土
）
犯
時
半
神
戸
寸
花
大
ホ
ー

ル
Ａ
５
８
０
０
円
Ｂ
４
５
０
０
円

α
※
”

高
塚
省
吾
新
作
パ
ス
テ
ル
展

７
／
狐
１
８
／
９

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ド
・
ラ
・
ペ

元
永
定
正
新
作
版
面
展７

／
釦
１
７
／
記

★
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

六
美
会
展
７
／
４
１
７
／
９

上
羅
芝
山
・
末
石
経
・
納
庄
業
山
・
辺

見
防
座
・
笠
谷
竹
風
華
申
五
人
腿

７
／
ｕ
ｉ
７
／
蛸

天
野
潮
彦
・
児
玉
端
枝
・
堀
井
聡
三
人

展
７
／
坊
１
７
／
釦

★
そ
ご
う
美
術
画
廊

漆
の
美
横
山
幸
文
・
横
山
幸
文
“
灘
野

道
郎
三
人
展
７
／
４
１
７
／
８

ガ
ラ
ス
の
芸
術
エ
ミ
ー
ル
ガ
レ
展

７
／
９
１
７
／
晦

江
副
行
昭
ス
タ
ジ
オ
グ
ラ
ス
展

７
／
”
１
７
／
鯛

高
取
焼
鬼
丸
碧
山
茶
陶
展

７
／
型
１
７
／
釦

★
そ
ご
う
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
２
回
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
エ
房

７
／
４
１
７
／
８

現
代
人
気
作
家
版
画
展７

／
９
１
７
／
超

南
部
鉄
瓶
鈴
木
忠
兵
衛
一
門
展

７
／
”
１
７
／
釦

☆
大
丸
美
術
画
廊

萩
焼
・
大
井
政
則
二
人
展

７
／
３
１
７
／
８

清
虹
会
日
本
画
展
７
／
９
１
７
／
遁

四
世
紀
フ
ラ
ン
ス
巨
匠
絵
画
展

７
／
妬
１
７
／
理

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
名
窯
陶
磁
器
展

７
／
配
１
７
／
調

－
一
般
２
０
０
０
円
巾
高
生
１
５

０
０
ｍ
四

★
劇
団
人
魚
一
二
「
極
楽
通
り
に
て
」

妬
日
（
土
）
幻
日
（
日
）
肥
時
半
ア
ー

ト
ガ
レ
ー
ジ
－
３
０
０
円

☆
劇
団
飛
行
船
・
マ
ス
ク
プ
レ
イ

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

釦
日
（
水
）
、
時
妬
分
ア
ル
カ
イ
ッ
ク

ホ
ー
ル
Ａ
１
５
０
０
円
Ｂ
１
０
０

０
円‘ ☆

永
遠
の
メ
ル
ヘ
ン
が

い
ま
、
ふ
た
た
び

７
月
中
旬
よ
り
ビ
ッ
グ
映
劇
に
て
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円
大
・
高
生

１
３
０
０
円
中
学
１
２
０
０
円
フ
ァ

ミ
リ
ー
チ
ケ
ッ
ト
２
１
０
０
円
（
二
人
用
）

手
が
け
た
作
品
が
す
べ
て
大

ヒ
ッ
ト
の
ス
テ
イ
ー
ブ
ン
・
ス

ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
の
最
高
傑
作

「
Ｅ
・
Ｔ
」
。
人
間
と
宇
宙
人
の

心
の
交
流
、
信
頼
、
愛
を
描
き

賢
：

古
典
芸
能

と
い
う
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
、
地
球
に
置
き
去
り

に
さ
れ
た
宇
宙
人
Ｅ
・
Ｔ
を
通

し
て
暖
か
く
描
き
出
し
て
い

る
。
お
見
逃
し
な
く
。

★
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏
名

を
明
記
の
上
神
戸
っ
子
〃
ビ
ッ
ク
映
劇
〃

あの感動をもう一度
け我る宙作出
で々のに ｡ す
はだはい宇偽

１
１４３
１

な
い

、
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Ｆ

騨翻
羅識

§
・
溌
泌
雪オ

リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
で
宮
崎
市
長
に
逢
っ
た
。
お
目
に
か

か
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
が
三
中
（
旧
制
）
同
窓
ゆ
え
私
に
は
い
つ

も
懐
し
い
宮
崎
君
で
あ
る
。
五
月
十
日
の
お
ひ
る
だ
っ
た
。
ど
う

し
て
こ
の
日
に
、
と
い
う
こ
と
は
実
は
こ
の
晩
に
私
は
新
開
地
の

東
映
劇
場
で
一
時
間
半
の
講
演
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
オ
リ
エ
ン
タ
ル
で
宮
崎
市
長
に
逢
え
た
と
い
う

こ
と
も
実
は
新
開
地
の
復
興
委
員
リ
ー
ダ
ー
が
そ
の
よ
う
な
嬉
し

拶
ん

い
お
膳
立
て
を
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
だ
か
ら
お
互
い

に
逢
っ
て
〃
や
ァ
″
と
顔
を
見
合
し
た
そ
の
嬉
し
さ
と
い
う
だ
け

の
対
面
で
あ
っ
た
の
だ
が
宮
崎
市
長
が
多
忙
を
ぬ
っ
て
逢
っ
て
く

れ
た
嬉
し
さ
と
数
年
前
よ
り
も
や
や
太
っ
て
す
っ
か
り
顔
い
る
も

よ
い
そ
の
こ
と
で
、
ま
た
私
は
〃
や
ァ
″
と
言
い
、
宮
崎
市
長
は

私
が
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
の
映
画
上
陸
第
一
歩
記
念
碑
に
百
万
円
を

寄
付
す
る
こ
と
の
た
の
も
し
さ
を
あ
り
が
た
が
っ
た
様
子
の
〃
や

γ
″
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
一
一
人
は
顔
を
見
合
せ
た
こ
と
で

も
う
何
も
か
も
わ
か
る
よ
う
な
気
の
す
る
こ
れ
も
同
窓
生
の
お
さ

な
馴
染
み
の
親
し
さ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
あ
ま
り
嬉
し
げ
に
二
人
が

顔
を
見
合
せ
て
い
る
ば
か
り
な
の
で
本
誌
の
小
泉
美
喜
ち
ゃ
ん
が

〃
お
好
き
な
映
画
は
何
で
す
の
ん
″
と
市
長
に
聞
い
た
。
す
る
と

笑
顔
で
〃
『
哀
愁
』
だ
ろ
う
な
ァ
、
う
ん
そ
れ
に
や
は
り
『
風
と

宮崎市長との堀しい対面

（
映
画
評
論
家
〉

．
Ｃ
１
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
試
写
室

共
に
去
り
い
』
は
よ
か
っ
た
な
ァ
″
と
映
画
フ
ァ
ン
の
ご
と
き
顔

つ
き
に
な
っ
た
。
そ
の
嬉
し
げ
な
顔
を
見
る
や
小
泉
美
喜
ち
ゃ
ん

〃
そ
ん
な
ら
ヴ
ィ
ヴ
イ
ア
ン
・
リ
ィ
の
フ
ァ
ン
で
す
な
ァ
″
と
こ

れ
ま
た
調
子
づ
い
て
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
宮
崎
市
長
が
ヴ

イ
ヴ
イ
ア
ン
・
リ
イ
や
デ
ポ
ラ
。
カ
ー
や
グ
リ
ア
・
ガ
ー
ス
ン
の

フ
ァ
ン
の
こ
と
を
も
知
っ
て
〃
や
っ
ぱ
り
な
ァ
″
と
み
ん
な
で
笑

っ
た
と
い
う
こ
れ
は
初
夏
の
風
が
吹
き
す
ぎ
て
ゆ
く
さ
わ
や
か
な

対
面
で
終
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

×

と
こ
ろ
で
新
開
地
こ
そ
は
私
の
映
画
の
育
て
の
親
。
い
つ
だ
っ

た
か
私
は
新
開
地
で
育
つ
た
の
で
す
よ
と
言
っ
た
と
こ
ろ
〃
ほ
な

新
開
地
の
通
り
に
捨
て
ら
れ
た
も
と
は
捨
て
子
だ
っ
た
ん
で
っ

か
″
と
本
気
で
聞
い
た
人
が
あ
っ
て
大
笑
い
し
た
こ
と
が
あ
る
。

西
柳
原
に
生
れ
た
私
は
西
柳
原
が
今
で
は
す
っ
か
り
変
っ
た
よ

う
に
新
開
地
が
す
っ
か
り
変
っ
た
こ
と
が
さ
び
し
か
っ
た
。
六
年

ほ
ど
ま
え
オ
リ
エ
ン
タ
ル
に
泊
っ
た
夜
、
急
に
新
開
地
に
行
き
た

く
な
っ
て
タ
ク
シ
ー
で
昔
の
今
は
も
は
や
無
く
な
っ
た
楽
楽
館
の

前
で
下
り
る
や
〃
あ
ツ
ノ
テ
レ
ピ
の
お
っ
さ
ん
や
な
ァ
一
緒
に
飲

み
に
行
き
ま
ほ
、
お
ご
り
ま
つ
せ
″
と
や
に
わ
に
私
の
ズ
ボ
ン
の

ベ
ル
ト
を
三
十
才
す
ぎ
の
男
が
ガ
ッ
シ
と
掴
ん
だ
の
で
私
は
こ
わ

淀
川
長
治

１
１４４
１

新
開
地
に
再
び

立
っ
て
見
て
ノ
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く
な
り
そ
の
ま
ま
今
下
り
た
ば
か
り
の
同
じ
タ
ク
シ
ー
で
オ
リ
エ

ン
タ
ル
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
相
手
の
男
は
好
意
か

ら
私
を
掴
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
そ
の
夜
の
新
開
地
が
な
ん
と
な
く

こ
わ
か
っ
た
。

そ
の
新
開
地
が
こ
と
し
初
め
か
ら
復
興
運
動
を
始
め
た
と
聞
い

た
と
き
私
は
自
分
の
映
画
の
ふ
る
さ
と
を
自
分
も
助
け
た
く
な
っ

た
。
新
開
地
に
活
気
を
戻
し
再
び
青
年
の
中
年
の
老
人
の
婦
人
た

ち
の
学
校
の
教
師
た
ち
の
あ
の
昔
の
新
開
地
に
し
た
い
も
の
だ
と

胸
が
ふ
く
ら
ん
だ
。

そ
れ
が
五
月
十
日
の
新
開
地
の
講
演
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
十

数
人
の
人
た
ち
が
十
数
回
集
っ
て
私
の
講
演
企
画
を
立
て
ら
れ
た

と
知
っ
て
気
が
強
く
な
っ
た
。
む
か
し
一
度
、
私
の
若
い
こ
ろ
、
こ

. 一

■

唾

蕊
》
撞
撰
率

こ
の
キ
ネ
マ
倶
楽
部
で
一
夕
の
映
画
講
演
を
し
て
ヤ
ヂ
リ
た
お
さ

れ
た
経
験
が
あ
る
。
そ
の
新
開
地
で
の
再
び
の
講
演
だ
。
委
員
た

ち
が
い
か
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
さ
る
と
も
実
は
私
は
こ
わ
か
っ
た
。

し
か
し
私
に
は
新
開
地
こ
そ
私
の
パ
パ
で
あ
り
マ
マ
で
あ
り
映
画

あ
い

教
室
で
あ
っ
た
こ
と
で
そ
の
新
開
地
愛
が
私
を
勇
気
づ
け
た
。

そ
し
て
結
果
を
先
き
に
話
し
た
い
。
会
場
は
超
満
員
で
あ
っ

た
。
東
映
劇
場
の
八
○
○
人
席
は
完
全
に
埋
ま
り
さ
ら
に
表
に
這

入
り
得
ぬ
人
た
ち
が
二
○
○
人
を
超
す
と
い
う
私
の
耳
を
う
た
が

う
入
り
と
な
っ
た
。
初
め
に
短
篇
と
新
開
地
の
古
き
こ
ろ
の
ス
ラ

イ
ド
を
う
つ
し
六
時
す
ぎ
か
ら
八
時
す
ぎ
ま
で
私
は
〃
新
開
地
″

を
あ
り
っ
た
け
の
嬉
し
さ
と
懐
し
さ
で
し
ゃ
べ
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
聞
く
人
た
ち
の
静
け
さ
と
、
と
き
に
湧
き
上
る
拍
手
、
こ
れ

え
ん
だ
ん

●

が
新
開
地
か
と
私
は
演
壇
で
涙
し
た
。
こ
れ
は
私
の
け
っ
し
て
て

ま
え
自
慢
で
申
す
の
で
は
な
い
。
こ
の
講
演
の
受
け
入
れ
方
に
正

直
お
ど
ろ
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
あ
と
平
安
閣
ホ
ー
ル
で
さ
ら
に
七
○
名
以
上
の
集
り
を
も

っ
て
、
集
っ
た
人
た
ち
の
質
問
を
受
け
さ
ら
に
講
演
の
つ
づ
き
の

ご
と
き
ス
タ
イ
ル
に
発
展
し
た
。
し
か
し
夜
も
十
一
時
、
こ
こ
で

打
ち
切
っ
た
あ
と
今
夜
の
企
画
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
高
国
樹
さ
ん
が

私
を
ど
こ
か
の
デ
ィ
ナ
ー
に
連
れ
る
と
言
う
。
私
は
実
は
そ
の
時

間
ま
で
食
べ
る
こ
と
す
ら
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
新
開
地
を

再
興
す
る
嬉
し
さ
で
胸
お
ど
ら
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
新
開
地
の
そ
の
夜
の
映
画
館
が
あ
ま
り
に
も
ム
ー
ド
と
し
て

上
等
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
デ
ィ
ナ
ー
を
頂
く
な
ら
も
は

や
か
ん
た
ん
な
と
こ
ろ
を
と
た
の
み
こ
ん
だ
。
そ
の
と
き
高
さ
ん

が
〃
そ
ん
な
ら
″
と
キ
ネ
マ
倶
楽
部
の
と
な
り
の
焼
肉
屋
へ
私
を

招
か
れ
て
、
食
っ
た
食
っ
た
あ
き
れ
る
ほ
ど
食
っ
た
と
い
う
わ
け

は
そ
の
ぴ
っ
た
り
の
と
な
り
こ
そ
が
私
が
そ
の
む
か
し
ヤ
ジ
リ
た

お
さ
れ
た
キ
ネ
マ
倶
楽
部
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
つ
け
加

え
る
と
こ
の
夜
の
新
開
地
通
り
の
食
堂
が
私
の
講
演
を
記
念
に
ビ

ー
ル
そ
の
他
割
引
サ
ー
ビ
ス
。
そ
の
立
て
看
板
を
見
て
私
は
心
の

う
ち
で
ポ
ロ
ポ
ロ
と
涙
し
た
。
新
開
地
の
こ
の
愛
情
。

こ
の
翌
日
は
「
神
戸
っ
子
」
主
催
の
私
の
た
め
の
会
合
が
あ
り

そ
の
楽
し
さ
を
も
述
べ
た
い
が
も
う
紙
数
が
な
い
。
ご
め
ん
。

５
１
４
１
１

彦

新開地の焼肉屋の前で、この講演の世話役の高さんと－締に
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☆
千
石
船
で

大
勢
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
太

に
油
絵
・
水
彩
約
加
点
が
展
示
鼓
の
合
図
と
と
も
に
そ
ば
を
た

さ
れ
、
拝
情
あ
ふ
れ
る
風
情
が
い
ら
げ
始
め
、
男
子
タ
ッ
グ
マ

い
か
に
も
山
岡
さ
ん
ら
し
い
と
ツ
チ
で
は
１
人
５
分
間
で
今
ハ
ト

好
評
。
ｎ
年
間
も
滞
在
し
た
と
ン
タ
ッ
チ
し
、
食
べ
皿
の
数
を

い
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
知
人
た
ち
競
っ
た
。
優
勝
・
ヘ
ア
は
、
な
ん

へ
の
愛
情
と
暖
か
さ
が
画
面
に
と
汚
枚
を
た
い
ら
げ
て
圧
勝
。

も
あ
ふ
れ
出
て
印
象
的
だ
っ
お
食
事
券
、
そ
ば
手
形
そ
の
他

た
。
の
副
賞
を
手
に
し
た
。

船
山
手
店
で
は
５
月
Ⅳ
日
に
、

会
っ
た
人
々
の
人
物
画
を
中
心

さ
ん
の
個
展
が
開
か
れ
た
。

密
群
塞
癖
廻
諏
岬
群
峰
抑
垂
岐
一
鐸
詑
濡
嘩
蝿
代
準
鵠
恥
需
爆
嘩

参
力
『

☆
ペ
ニ
ー
毛
皮
展
で

ル
ト
ガ
ル
を
旅
行
し
た
際
に
出

ソ
ル
″
の
オ
ー
ナ
ー
、
山
岡
質

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ山
岡
さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
・
ポ

山
岡
賓
展

５
月
舶
日
ｌ
即
日
の
５
日
間
カ
ニ
や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
有

神戸百店会だより

お気に入りの絵の前で

すばらしい音色にウットリ

そんなに食べて大丈夫？

さ
ん
ち
か
店
で
は
５
月
型
日
に

い
大
会
″
が
催
さ
れ
た
。
千
石

ｍ
く
ｍ
ｚ
『

愛鳥クイズパネル、

１
１４６
１

出
石
皿
そ
ば
喰
い
大
会

畷溺翰

鶏
ル
の
展
示
や
烏
が
プ
リ
ン
ト
さ

れ
た
文
房
具
類
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
可
愛
い
商
品

も
販
売
さ
れ
る
。
夏
休
み
の
思

い
出
に
ぜ
ひ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
（
無
料
）

川
Ａ
Ｍ
ｌ
６
Ｐ
Ｍ

中
央
区
北
野
町
２
１
８

溝
２
２
２
ｉ
３
５
３
５

月
曜
休

画
『
カ
ロ
「
ア
ー
ヵ

☆
ヒ
ト
と
ト
リ
の
楽
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス

で
は
、
夏
休
み
の
７
月
妬
日
か

ら
８
月
３
日
の
加
日
問
、
リ
ト

ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
〃
夏
休
み
野

鳥
展
″
を
開
催
す
る
。

つ
く
ば
博
で
好
評
を
博
し
た

サ
ン
ト
リ
ー
愛
鳥
キ
ャ
ン
。
ヘ
ー

ン
に
基
づ
く
設
備
が
導
入
さ
れ

る
。
鳥
の
鳴
き
声
が
聴
け
る
バ

ー
ド
・
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
・
セ
ッ
ト

や
ど
ん
な
鳥
が
周
囲
に
い
る
か

ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
野
烏
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
子
供

た
ち
を
虜
に
す
る
。
迫
力
い
っ

ぱ
い
の
実
物
大
ポ
ス
タ
ー
や
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
ク
イ
ズ
パ
ネ

た
が
、
さ
す
が
に
リ
ュ
ー
ジ
ュ

社
製
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
音
色

は
コ
ロ
ラ
チ
ュ
ラ
・
ソ
プ
ラ
ノ

の
様
に
こ
こ
ち
よ
い
。
中
で
も

１
１
０
万
円
も
す
る
超
大
型
・

最
高
級
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
、
ロ
ー

ズ
ウ
ッ
ド
製
で
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

の
４
曲
入
り
、
リ
ー
ド
は
な
ん

と
１
４
４
本
も
あ
る
。
音
色
も

重
厚
で
ハ
ー
モ
ニ
ー
も
素
晴
ら

し
く
、
奏
で
る
ウ
イ
ン
ナ
ワ
ル

ッ
や
カ
ル
メ
ン
序
曲
に
思
わ
ず

う
つ
と
り
。

他
に
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
装

飾
が
す
ば
ら
し
い
宝
石
箱
や
シ

ガ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス
、
象
倣
模
嫌

一
入
り
ボ
ッ
ク
ス
や
マ
グ
カ
ッ
プ

な
ど
め
ず
ら
し
い
オ
ル
ゴ
ー
ル

も
注
目
を
集
め
て
い
た
。

戯 詞
シ
一
詞

★
昔
を
偲
ば
せ
る

手
作
り
オ
ル
ゴ
ー
ル

神
戸
元
町
丸
善
で
５
月
躯
日

か
ら
”
日
ま
で
、
ス
イ
ス
・
リ

ュ
ー
ジ
ュ
社
製
オ
ル
ゴ
ー
ル
展

が
開
催
さ
れ
た
。
約
帥
点
の
オ

ル
ゴ
ー
ル
が
一
挙
に
展
示
さ
れ
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切にし洋風のシックでゴージャ
スなインテリアとシャレた雰囲
気のお店｡ あこや鍋が2 , 5 0 0 円か
ら、京風弁当( 松花堂) が1 , 5 0 0
円などメニューも豊富。
また布弓1 店は、６月2 3 日より

建巷え工事の為に休業してい
る。来年の８月にはまた新しい
スタイルで登場する予定。
画ポーアイプラザ店
丁目１４茸3 0 3 - 3 2 3 2

／中央区港島中町６

「
○
で
一
○
の

●
レ
ス
ト
ラ
ン
プ
ラ
ン
ド
ゥ
プ
ラ

ン
が
７
月
狸
日
（
土
）
、
粉
パ
リ
祭

デ
ィ
ナ
ー
シ
前
１
を
朋
催
。
ゲ
ス

ト
・
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
風
か
お

る
を
招
き
、
パ
リ
祭
に
ふ
さ
わ
し

く
華
麗
で
粋
な
シ
ョ
ー
を
お
と
ど

け
し
ま
す
。
第
雫
ｕ
デ
ィ
ナ
ー
は

Ｐ
Ｍ
６
．
．
ｍ
シ
ョ
ー
ク
イ
ム
Ｐ
Ｍ

７
．
．
ｍ
よ
り
第
．
一
回
デ
ィ
ナ
ー
は

Ｐ
Ｍ
８
．
．
釦
シ
ョ
ー
ク
イ
ム
９
：

婚
よ
り
。
料
金
は
税
・
サ
‐
・
ビ
ス

料
込
で
、
群
１
５
，
０
０
０
。
シ

ｐ
ｌ
終
了
後
お
楽
し
み
抽
選
会
も

あ
り
ま
す
。
尚
、
デ
ィ
ナ
ー
メ
ニ

ュ
ー
は
、
オ
マ
ー
ル
海
老
の
ム
ー

ス
、
コ
ン
ソ
メ
・
ア
・
ラ
・
パ
リ

ジ
ニ
ン
ヌ
、
牛
ヒ
レ
肉
ス
テ
ー
キ

ベ
ア
ル
ネ
ー
ズ
ソ
ー
ス
、
潟
野

菜
、
サ
ラ
ダ
、
バ
バ
ロ
ア
、
コ
ー
・

ヒ
ー
と
い
っ
た
コ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
。

⑮
さ
ん
プ
ラ
ザ
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
３
Ｆ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク

に
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
が
仲
間
入
り
し
て
い

る
。
ダ
ー
ク
ト
‘
・
ソ
カ
ラ
ー
を
中

心
に
雑
誌
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
（
パ
リ
）
と
の
提
鵬
商
品
を
展

開
し
て
い
く
予
定
。
体
に
フ
ィ
ッ

ト
す
る
ス
リ
ム
ラ
イ
ン
が
キ
ャ
リ

ア
志
向
の
貴
女
の
女
ら
し
さ
を
増

す
洋
服
は
ワ
ー
ド
ロ
ー
プ
に
ぜ
ひ

お
す
す
め
し
た
い
一
着
。

ｅ
神
戸
風
月
堂
ゴ
ー
フ
ル
ポ
ー
ト

ピ
ア
籾
で
は
、
グ
ル
メ
ラ
ン
チ
が

好
評
。
ジ
ー
プ
が
趣
向
を
こ
ら
し

た
メ
ー
貢
Ｉ
を
リ
ー
ズ
ナ
プ
ル
な

料
金
で
楽
し
め
る
。
洋
食
・
和
食

ど
ち
ら
で
も
選
べ
る
の
も
魅
力
。

お
手
軽
コ
ー
ス
お
一
人
￥
３
，
０

０
０
、
特
避
．
・
・
ス
お
一
人
￥

５
，
０
０
０
ど
ち
ら
も
税
・
サ
ー

ビ
ス
料
込
。

畷
た
二
の
浄
哩

⑨蛸の亜より
たこやきコースを
大丸山側の蛸の壷より、たこ
やき２人前と生ビールのコース
を1 0 名棟にプレゼント。たこや
きの老舗･ 箸、昔と変わらぬ味が
自慢のお店には、認かに、通牟
が集まっても､ ます。外はこんが
り、中はとろけそうなたこやき
の醍満味をお楽しみください。

購
熱 蕊

◎アサ
レー

P E O P L E〈4 6＞

ｅ若い方にもアートの楽しさを｡ …. 。
末積隆夫さんく蕊瀧驚式会社〉
昨年1 1 月8 1 1 にお父様の良之助氏が亡
くなられ、今年１月に３代目取締役に就
任した末積さん。「世代交替の時期です
よ。版画の独立したコーナーを設けまし
たし、若い方禽にも気軽に絵を身近なア
ートとして楽しんでもらいたいですね｡ 」
と意欲的。新しく企画したコーナーもも
うすぐ登場する予定。特に好きな作家は
なく、本当に良い作品が好きとのこと。

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

▼
応
騨
方
法
⑧
葉
脊
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

、
－
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
｜
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
藻
下
さ
い
。
７
月
印

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
這
者
に
は
神
亦
っ
子
か

ら
当
選
築
書
を
発
送
、
葉
誓
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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コウベファッションソサエティ

一ＫF Ｓ恒例野外親睦会一

農芸誉公園ワイン城の１日

ＫＦＳ，‘恒例の５月の親睦会が、農
業公園内ワイン城にて､ 行われました。
1 1 日、前日から降りつづいていた雨も
やみ、曇り空の中地下鉄学園都市駅前
に、１２時全員集合( 2 3 名) 。駅前より、
タクシーに分乗、新緑の山々を、眺め
ながら、車は、高塚山の明石新日本ゴ
ルフ場を、右手に、田園風景の中を。
車は、１０数分後、公園入口のゲートを
通り抜け、途中には、手入れの行き届
いた花壇が並んでいました。落葉樹木
の葉も緑濃く茂り、丘の上には、ブド
ウの木が緑に濡れているのを、横目に

正面玄関前につ
き、アンツカー色
の屋根と、白壁作
りが、良くマッチ
した、ワイン城を
バックに記念写真
を写した。館内見
学の予定でした
が、お腹がすいて
いたので、バーベ
キューコーナに行
き､ 全員席につき、
乾杯をしました。

おいしい肉の匂いが、たちこめるこ
ろには、どの顔もほころび食べる食べ
る。何人前かが追加注文され食欲旺盛
な方々ばかり。
その後、館内を見て廻りました。盛
夏より初秋にかけて、ワインを、仕込
む作業が、見学出来るそうですが、今
は、シーズンオフの為休業との事。
ワインの歴史資料を勉強し、園内市
立陶芸館にて､舞子焼で有名な陶芸家、
南汎先生の、つぼや､ 花瓶等を､ 拝見。
後日2 3 日には、園内に出来たのぼり窯
に初めて火が入るという。一般から募

事務局／神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ビル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

集した5 0 点も共に焼かれ、２４日深夜か
ら薪を入れ､ 温度を上げて､ 作品は、２８
日に焼き上がるとの事でした。陶芸館
を後にし、園内の道端で、カラス豆の
実を取って、笛を作り鳴し合って、子
供さん達と共に、童心に帰り、楽しい
日曜日の、ひと時を、過ごしました。
尚７月には、プールも、オープンする
との事です。以上

書記西降幹男

●７月の総会
日時７月1 8 日ＰＭ６：３０～
場所六甲荘

☆新入会員ニュース

§
尾崎詩麻

<蕊蒋蔦士〉
かれこれ1 0 年程前、ア
ナウンサー学校に通って
いた頃、栗山早苗さん
（ＫＦＳ会員）と知り合
いました。モードアトリ

エサナエの経営者であり、毎日お忙しいところ、
ファッションだけでなく多方面にわたり、向学心
に燃えておられる栗山さんにはいつも啓発されて
まいりました。結婚しましてから、どうしても住
む世界が限られていた私に、栗山さんより、、Ｋ
Ｆｓ、を紹介して頂きました。畑違いの私ですの
で、一方的に勉強させて頂くばかりで、どういう
お役に立てるかわかりませんが、マンスリーサロ
ンでは、毎回新鮮な気持ちで勉強させて頂いてお
ります。又､ 多くの人生の先雅の方々と交流させ
て頂き、自分自身を広げていきたいと思っており
ますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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店
内
は
、
美
人
マ
マ
の
高
原

美
恵
さ
ん
が
こ
つ
こ
つ
と
一
つ

ず
つ
買
い
集
め
た
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
小
物
が
い
っ
ぱ
い
。
椅
子
は

外
国
の
教
会
で
使
わ
れ
て
い
た

物
で
、
背
に
バ
イ
ブ
ル
入
れ
が

つ
い
て
い
る
。
一
つ
一
つ
色
違

い
の
か
わ
い
い
照
明
器
具
の
下

で
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
時
計
が
素

朴
な
音
で
時
を
告
げ
る
。

コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
り
な
が
ら

昔
の
思
い
出
に
ひ
た
る
女
性
客

も
多
い
と
い
う
。

大入りの亀あ一ぼん〃

☆
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
い
っ
ぱ
い
の

〃
力
フ
エ
ベ
ル
テ
ィ
エ
〃

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
舎
風
の
な

つ
か
し
い
雰
囲
気
の
中
で
ゆ
っ

た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
〃
カ
フ
ェ
・
ベ
ル
テ

ィ
エ
〃
が
、
ト
ア
ロ
ー
ド
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。

び
っ

格
的
で
中
で
も
子
も
ち
わ
か

高原 美恵さんとスタッフ

千
三
○
○
円
、
小
人
千
円
と

峰
男
女
を
と
わ
ず
の
フ
ァ
ン

も
多
い
と
か
。
一
度
の
ぞ
い
て

み
て
下
さ
い
、
神
戸
の
カ
ク
テ

ル
族
の
皆
さ
ん
。

園
中
央
区
中
山
手
通
３
１
１
１
肥

官
測
１
６
５
０
５

９
Ａ
Ｍ
１
ｎ
Ｐ
Ｍ
年
中
無
休

☆
カ
ク
テ
ル
は
お
ま
か
せ

詞
巨
ご
割
１
明
月
〈
し
園
缶
、
国
。

ハ
ン
タ
ー
坂
を
左
に
少
し
折

れ
れ
ば
、
店
の
前
に
世
界
各
国

の
国
旗
が
目
立
つ
バ
ー
が
…
。

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
超
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
ク
テ
ル
を
揃
え
た
詞
戸
ｇ
‐

、
胃
八
跨
属
シ
の
胃
Ｖ
で
あ
る
。

こ
の
店
の
自
慢
は
、
明
石
オ
ー

ナ
ー
自
ら
が
腕
を
ふ
る
っ
た
カ

ク
テ
ル
。
全
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ

ー
協
会
全
国
理
事
を
努
め
、
数

々
の
世
界
カ
ク
テ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
優
秀
な
成
績
を
修
め
る

明
石
さ
ん
。
彼
の
カ
ク
テ
ル
にルビーバー

陪
り
方
は
ク
リ
シ
ー
独
自
の

や
や
深
め
の
フ
ラ
ン
ス
風
。
〃
ス

ト
レ
ー
ト
コ
ー
ヒ
ー
は
せ
ず
カ

ッ
プ
チ
ー
ノ
と
か
ウ
ィ
ン
ナ
コ

ー
ヒ
ー
と
か
の
ア
レ
ン
ジ
コ
ー

ヒ
ー
を
め
ざ
し
、
コ
ー
ヒ
ー
を

メ
イ
ン
に
し
て
い
き
た
い
。
〃
と

マ
ス
タ
ー
の
松
本
さ
ん
。

午
前
中
は
特
に
忙
し
く
、
モ

ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し

て
集
ま
る
お
客
も
多
い
。

ク
リ
シ
ー
と
い
う
の
は
パ
リ

の
下
町
に
あ
る
町
の
名
前
。
画

家
の
横
山
申
生
が
よ
く
描
く
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

画
中
央
区
元
町
通
り
雷
刑
ｌ
Ｏ
３
６
１

栄
町
店
雷
郵
－
６
５
９
５
７
》
犯
Ａ

Ｍ
ｌ
８
Ｐ
Ｍ

め
、
カ
ニ
づ
め
が
お
す
す
め

匿
八
各
種
パ
ー
テ
ィ
受
け
付
け
ま
す
Ｖ

・
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
（
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン

ス
タ
イ
ル
、
ボ
ス
ト
ン
サ
ー
ビ
ス
）
・
立

食
パ
ー
テ
ィ
妬
名
様
ま
で
。
・
睡
生
パ
ｉ

テ
ィ
・
結
婚
披
鋸
宴
・
テ
ィ
ー
パ
ー
テ

ィ
（
昼
勉
Ｐ
Ｍ
Ｉ
４
Ｐ
Ｍ
）

〒
卸
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
２
１
⑫
ｌ

旭
湧
塑
１
５
３
０
８

６
Ｐ
Ｍ
Ｉ
３
Ａ
Ｍ

★
自
家
培
煎
機
で
陪
り
始
め

元
町
通
り
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
〃
カ
フ
ェ
・
ド
・
ク
リ

シ
ー
″
が
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
陪
煎

機
を
購
入
店
内
の
通
り
に
面
し

た
一
角
で
自
家
培
煎
を
始
め
た倍り始めの松本さん

芦
屋
に
重
厚
な
造
り
の
串

か
つ
屋
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

㈱
イ
ン
テ
リ
ア
東
洋
が
全
力

た
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
。

わ
か
れ
て
お
り
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
も
気
楽
に
足
を
運
べ
る
工

夫
も
あ
る
。

さ
な
店
な
が
ら
、
落
ち
着
い

品
。
〃
あ
Ｉ
ぼ
ん
″
の
串
か
つ

は
、
実
に
あ
っ
さ
り
し
て
い

て
食
べ
や
す
い
。
お
昼
の
ラ

ン
チ
も
あ
り
、
な
ん
と
大
人

を
注
い
だ
店
内
だ
け
に
、
レ

ン
ガ
と
木
目
が
う
ま
く
調
和

芦
屋
市
楠
町
６
１
８

楠
マ
ン
シ
ョ
ン
ー
Ｆ

官
（
０
７
９
７
）
２
２
１
２
０
３
０

ｎ
噸
鋤
Ａ
Ｍ
１
２
Ｐ
Ｍ
、

５
Ｐ
Ｍ
Ｉ
９
坤
釦
Ｐ
Ｍ

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

串
か
つ

あ
Ｉ
ぼ
ん

し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
の
小

メ
ニ
ュ
ー
も
妬
種
類
と
本
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視
点
か
ら
書
き
つ
ぐ
意
欲
作
。

完
結
す
れ
ば
二
千
枚
に
及
ぶ

大
作
と
な
り
、
そ
の
完
成
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

☆
オ
マ
イ
ラ
ち
ゃ
ん
へ
贈
る

愛
の
お
地
蔵
様
と
鎮
魂
歌

昨
年
十
一
月
南
米
コ
ロ
ン
ビ

ア
共
和
国
の
火
山
ネ
バ
ド
・
デ

ル
・
ル
イ
ス
の
大
噴
火
に
よ
る

洪
水
の
た
め
、
泥
水
と
土
砂
に

埋
ま
っ
た
少
女
オ
マ
イ
ラ
ち
ゃ

ん
を
、
必
死
の
救
助
活
動
空
し

１
１５０
１

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

家
業
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
、
昭

和
調
年
「
枯
草
の
根
」
で
江
戸

川
乱
歩
賞
を
受
賞
し
、
文
壇
に

デ
ビ
ュ
ー
し
た
陳
さ
ん
の
、
一
一

十
五
年
間
に
及
ぶ
作
品
群
か
ら

長
編
を
中
心
に
編
集
さ
れ
て
い

る
。
（
第
一
巻
二
九
○
○
円
）

話
題
を
呼
ん
で
い
る
の
は
、

巻
末
の
書
き
下
ろ
し
連
載
作
品

「
山
河
在
り
」
。

こ
の
作
品
は
、
陳
さ
ん
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
中
国
の

歴
史
」
（
全
鵡
巻
）
に
つ
づ
き
、

日
中
戦
争
を
中
心
と
し
た
現
代

史
を
、
神
戸
生
ま
れ
の
華
僑
の

☆
日
中
現
代
史
に
新
た
な

光
を
当
て
る
陳
舜
臣
さ
ん

神
戸
在
住
の
作
家
・
陳
舜
臣

さ
ん
の
個
人
全
集
・
全
二
七
巻

が
講
談
社
か
ら
発
刊
の
運
び
と

な
り
、
５
月
別
日
に
第
一
巻

「
小
説
十
八
史
略
（
一
）
」
が
発

売
さ
れ
、
以
後
毎
月
一
巻
ず
つ

の
お
地
蔵
様
」
と
鎮
魂
歌
（
ダ

ゴ
ベ
ル
ト
会
長
作
詞
・
作
曲
／

安
藤
義
則
ア
レ
ン
ジ
）
を
七
月

十
日
コ
ロ
ン
ビ
ア
船
に
乗
せ
て

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル陳舜臣さん

神全れ干１
戸集こる行
ではの。さ

佐本進さん
自で動野専
庭なだの門
にくけ活分

神
戸
港
を
出
帆
し
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
へ
贈
呈
に
す
る
。

出
航
を
前
に
「
愛
の
お
地
蔵

様
と
鎮
魂
歌
を
贈
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
ラ
テ
ン
音
楽
の
夕
べ
」
が
、

七
月
四
日
（
金
）
Ｐ
Ｍ
肥
・
釦

Ｉ
型
・
叩
迄
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ

テ
ル
の
フ
ラ
シ
ュ
ホ
ー
ル
（
Ｂ

１
）
会
費
一
万
円
で
開
か
れ

る
。
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
氏
の
メ
キ
シ

コ
で
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
披

露
。
夫
人
は
お
地
蔵
様
と
コ
ロ

ン
ビ
ア
へ
発
つ
。
地
球
を
越
え

た
〃
国
際
愛
″
に
ご
声
援
を
。

お
問
合
せ
月
刊
神
戸
っ
子

奮
０
７
８
（
３
３
１
）
２
２
４
６

☆
ル
ウ
ィ
ン
子
供
賞
／
千
嘉
代

子
賞
受
賞
の
佐
本
博
士
祝
っ
て

神
戸
に
住
む
小
児
歯
科
医
の

佐
本
進
医
学
博
士
（
釦
才
）
は

く
死
ん
で
行
っ
た
小
さ
な
魂
を

慰
め
る
た
め
、
神
戸
北
野
町
の

人
々
と
、
神
戸
日
本
チ
リ
協
会

『
ば
ん
さ
い
〃
清
き
こ
こ
ろ
〃
』

五
千
冊
突
破

誕
生
日
あ
り
が
と
う
迩
助
の
二
十
周

年
記
念
誌
『
ば
ん
ざ
い
〃
補
き
と
こ

ろ
″
ち
え
お
く
れ
の
人
と
親
の
生
き
方

に
学
ぶ
』
が
、
昨
年
五
月
以
来
約
一
年

で
五
千
冊
を
突
破
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
頒
布
総
数
は
、
五
千
二
百

冊
余
り
で
、
全
国
四
十
七
都
道
府
県
の

う
ち
未
頒
布
県
は
一
県
の
み
と
い
う
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
紐
に
い
た
る
全

国
各
地
で
愛
読
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
記
念
誌
が
こ
う
し
て
、
予
想
以

上
に
多
数
の
方
々
に
読
ま
れ
た
の
は
、

全
国
三
十
五
都
道
府
県
と
軸
国
と
い
う

広
範
囲
の
親
・
施
設
職
員
・
学
校
教
師

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
ち
え
お
く
れ
の

人
々
と
直
接
に
か
か
わ
り
を
も
つ
人
人

の
具
体
的
な
不
実
を
も
と
に
し
た
生
の

声
と
、
腹
の
底
か
ら
の
叫
び
が
、
多
く

の
人
々
の
共
感
を
呼
ん
だ
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

今
ま
で
に
多
数
の
方
々
か
ら
、
読
後

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
私
は
読
み
な
が
ら
何
度
も
何
度
も
涙

を
ふ
き
、
自
分
の
こ
と
と
重
な
り
合
っ

て
し
ま
い
「
そ
う
や
な
そ
う
や
な
」
と

何
度
も
う
な
づ
き
な
が
ら
続
み
ま
し
た

○
ふ
と
手
に
し
た
時
、
心
が
洗
わ
れ
る

よ
う
な
感
動
が
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
。

○
こ
れ
か
ら
障
害
児
を
育
て
て
い
く
私

に
と
っ
て
、
今
回
の
本
は
と
て
も
力
強

い
味
方
で
あ
り
、
先
生
で
す
。

○
特
に
家
族
、
親
の
願
い
は
悟
り
を
得

た
哲
人
の
訴
え
に
も
に
て
感
銘
を
強
く

う
け
ま
し
た
。

Ｂ
五
版
三
八
二
ペ
ー
ジ
頒
価
千
円

送
料
三
百
円
申
込
み
は
左
記
へ

匪
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

貧
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

= ＝= q 琶陛一

拓
い
た
〃
シ
ア
タ
ー
・
ポ
シ
ェ

ッ
ト
″
の
小
劇
場
活
動
を
北
野

町
で
、
ま
た
ド
ー
マ
ン
博
士
で

有
名
な
米
国
の
人
間
能
力
開
発

研
究
所
の
ジ
ャ
パ
ン
オ
フ
ィ
ス

（
三
宮
町
Ｉ
小
林
ピ
ル
６
Ｆ
雷

測
０
６
８
９
）
を
経
営
さ
れ
る

な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
活
躍

ぶ
り
。
こ
の
ほ
ど
脳
障
害
医
療

分
野
で
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
も
い

え
る
「
ル
ウ
ィ
ン
子
供
賞
」
と

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
か

ら
「
千
嘉
代
子
賞
」
を
贈
ら
れ
、

七
月
二
六
日
（
土
）
午
後
六
時

ダゴベルトさん
が会べ，- 、
言長ルダ
愛､ - ノトゴ 愛のお地蔵様
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を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
「
六
甲
を

国

ウ
ト
さ
ん
と
ロ
ー
リ
ー
・
ス
ロ
明
石
子
午
線
ま
つ
り
開
催
中

－
ン
さ
ん
ら
版
画
一
一
人
展
を
、

賑
ユ
嘩
坤
一
海
防
訓
卿
僻
座
麓
町
好
群
鑑
秤
諏
蝿
諦
嬬
“
崎
弛

め
奔
走
中
。

に
な
っ
て
か
ら
一
○
○
年
を
迎

の
マ
イ
ヶ
ル
・
ア
ー
メ
ン
ト
ラ
☆
日
本
の
時
の
ふ
る
さ
と

１
１５１
１

演
奏
会
、
フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踊
、
た
。

考
え
る
会
」
が
こ
の
夏
、
六
甲

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

半
よ
り
生
田
神
社
会
館
四
階
ホ
ロ
ル
カ
の
詩
朗
読
、
そ
の
他
移
川
崎
重
工
兵
庫
工
場
で
お
披

を
よ
り
世
界
に
開
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
ス
ペ
イ
ン
祭
を
開

し
い
計
で
発
売
。

一
識
羅
州

圭
入
れ
て

ビ
い
る
。

志
特
に
、

鐸
マ
ロ
ン

新
シ
ー
ト

（
日
）
ま
で
、
八
幡
神
社
と
六

８
月
躯
日
（
金
）
か
ら
型
日

六
甲
周
辺
の
ま
ち
の
活
性
化フラメンコの束仲一矩

図
書

ガ
イ
ド

瀞
職
; . , 狸嘩孟"

『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』

逆
藤
間
作

都
会
の
夜
に
流
れ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

自
分
が
２
人
い
る
？
見
知
ら
ぬ
も
う

・
人
の
〃
自
分
“
を
追
い
か
け
る
自
分

絶
瓢
的
な
老
い
と
死
を
目
前
に
し
な

が
ら
も
、
人
間
の
欲
劃
に
巻
き
込
ま
れ

て
行
く
作
筆
の
姿
を
通
し
、
人
間
の
心

の
深
淵
を
描
き
出
す
純
文
学
の
抄
下
ろ

し
と
‐
〉
て
、
キ
リ
ス
ト
教
作
衷
で
あ
る

著
者
の
分
身
と
も
言
う
べ
き
勝
呂
と
い

う
作
家
に
よ
っ
て
人
間
の
心
の
中
の
明

と
時
と
を
愛
わ
そ
う
と
し
た
意
欲
作
。

八
新
潮
社
１
５
０
０
円
Ｖ

可
”
…
蔦
驚
『
巳
里
の
て
が
み
』

一
》
麺
・
唖
一
癖
》
》
》
》
竹
中
補

凱
旋
門
・
セ
ー
ヌ
川
・
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
。
パ
リ
を
代
表
す
る
凪
最
が
人
の
訓

で
し
か
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

町
和
の
初
い
、
パ
リ
に
２
年
間
留
学
し

て
い
た
縦
者
よ
り
、
足
立
巻
一
氏
に
送

ら
れ
た
手
紙
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

古
き
良
き
時
代
の
パ
リ
の
街
の
風
疑

と
、
鉦
者
独
自
の
ジ
ョ
ン
△
コ
ク
ト
オ

論
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
巻
末
に
は
本

邦
初
訳
の
コ
ク
ト
オ
の
時
も
収
録
。

八
編
築
工
房
ノ
ア
－
６
０
０
円
Ｖ
・

禰
哉
》
》
》
》
評
》
『
霊
》
維
０
呼
岬

現
職
の
副
知
事
で
あ
る
著
者
が
、
こ

の
一
年
間
行
っ
た
講
演
や
、
Ｔ
Ｖ
会
談

対
談
、
著
作
を
収
録
。
い
じ
め
、
自
然

録
人
活
動
、
農
業
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
零

を
、
多
分
野
に
渡
っ
て
、
目
前
に
迫
っ

た
一
・
十
や
惟
紀
に
お
け
る
兵
庫
県
政
の

末
来
像
を
語
っ
て
い
る
。
十
六
年
間
、

現
場
で
直
接
兵
脈
県
政
に
関
わ
っ
て
き

た
だ
け
に
、
そ
の
鋭
い
観
点
は
正
確
。

八
兵
庫
自
治
政
策
研
究
会
５
０
０
円
Ｖ
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界
三
大
美
術
館
と
呼
ば
れ
て
た
。
そ
の
ほ
か
に
記
念
誌
演

い
る
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
メ
会
が
企
画
さ
れ
た
り
、
Ｊ
Ａ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
あ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ

る
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
た
「
ぬ
ｏ
ｏ
Ｑ
ｏ
画
Ｉ
§
稲
寓
﹈
諺

中
で
今
回
は
特
に
、
西
洋
の
§
ご
旨
ｚ
の
言
昌
◎
烏
」
と

風
景
画
に
絞
っ
て
そ
の
流
れ
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に

Ｆ
Ｍ
大
阪
が
４
月
か
ら
放
送

し
て
い
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
チ

ャ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｆ
」
（
月
ｌ

金
８
姻
釦
１
ｍ
”
妬
）
音
楽
と

街
の
話
題
、
そ
し
て
ち
ょ
っ
ぴ

り
ダ
メ
に
な
る
お
話
も
含
め
て

素
敵
な
空
間
が
広
が
る
。

密
議
灘
》

》
》
》
》
》
》
跨
蝦
峰
》
》
穆
掛

唐
耀
播
即

『
》
》
識
》
》
坐
》
詞
》
織
部
》

価
値
の
人
」
と
先
輩
の
言
。

倉
掛
さ
ん
は
「
辛
錬
な
助
言

を
頂
き
ま
し
た
が
、
言
い
方
が

判
り
易
く
て
よ
く
判
る
ん
で

す
」
。
次
は
ま
た
大
人
の
絵
本
を

と
波
に
乗
る
後
輩
を
励
ま
し
た

☆
爽
や
か
な
朝
の
は
じ
ま
り
は

。
：
色
目
目
“
胃
騨
弓
秒
胃
で

よ
っ
こ
り
顔
を
見
せ
て
「
倉
掛

さ
ん
は
今
、
神
戸
で
一
番
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
燃
え
て
い

る
人
で
す
。
中
央
に
向
っ
て
燃

え
る
人
は
多
い
が
地
方
の
過
疎

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
エ
ル
逸
品
も
あ
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

ミ
タ
ー
ジ
美
術
館
と
並
ぶ
世
富
ん
だ
楽
し
い
展
覧
で
あ
つ

‐
ｉ
Ｉ
・
Ｉ
・
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
…
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
！

多
彩
に
、
博
物
館
を
Ⅳ
世
紀
か
ら
卯
世
紀
に
亘
ふ
さ
わ
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

や
は
り
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
る
作
品
群
が
展
覧
さ
れ
て
お
用
意
さ
れ
て
雰
囲
気
を
盛
り

ン
美
術
館
の
特
別
出
品
に
よ
り
、
コ
ロ
ー
、
ピ
サ
ロ
、
モ
上
げ
て
い
た
。
博
物
館
も
利

る
「
西
洋
の
風
景
展
」
は
見
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
な
ど
ヨ
ー
用
の
仕
方
で
巾
広
く
楽
し
い

逃
せ
な
い
、
と
思
っ
て
神
戸
ロ
ッ
パ
絵
画
の
代
表
的
な
作
も
の
に
な
る
と
感
心
し
た
。

市
立
博
物
館
を
訪
ね
た
。
家
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
思
え
ば
パ
リ
の
ポ
ン
ピ
ド
ー

会
場
は
平
日
に
も
拘
わ
ら
た
。
ま
た
、
巾
広
く
抽
象
画
芸
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
企
画

ず
結
構
入
場
者
が
あ
り
熱
心
の
風
景
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
実
に
多
彩
。
博
物
館
も
多

に
観
賞
さ
れ
て
い
た
。
作
品
や
ア
メ
リ
カ
の
作
家
の
彩
に
…
。

ル
ー
ブ
ル
美
術
箔
、
エ
ル
逸
品
も
あ
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
八
Ｙ
Ｖ

花時計

蕊
倉掛さんを励ます岡田氏
もネ申少るてに
稀戸い人燃向
少で。はえつ

嵐
①
国
園
田
。
、
国

☆
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
米
花
稔
先
生

が
勲
四
等
（
旭
日
中
綬
塞
を
受
勲
さ

れ
、
七
月
四
日
相
楽
園
会
館
で
、
午
後

六
時
’
八
時
迄
、
「
米
花
稔
先
生
の
受

勲
を
お
祝
い
す
る
会
」
が
開
か
れ
る

（
会
費
一
万
円
）
。
ま
た
エ
ッ
セ
イ
集

「
歩
い
て
視
て
想
う
」
が
虹
世
紀
ひ
ょ

う
ご
創
造
協
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

（
一
八
○
○
円
）
。

★
須
磨
寺
（
小
池
義
人
管
長
）
に
ゆ
か

り
の
須
磨
琴
（
須
磨
琴
保
存
会
／
無
形

文
化
財
保
持
者
Ⅱ
小
池
美
代
子
／
三
浦

徳
子
／
山
崎
八
重
子
）
が
、
文
部
大
臣
賞

を
受
け
た
記
念
に
、
そ
の
歩
み
を
「
須

磨
産
と
題
し
て
、
神
戸
新
聞
出
版
セ

ン
タ
ー
か
ら
発
刊
。
そ
の
出
版
記
念
会

が
、
七
月
二
十
二
日
夜
六
時
か
ら
生
田

神
社
会
館
４
Ｆ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
。

（
会
費
／
一
万
円
）
。

☆
本
誌
で
も
お
な
じ
み
だ
っ
た
神
戸
出

身
の
作
家
武
田
繁
太
郎
さ
ん
が
六
月
八

日
解
離
性
大
動
脈
り
ゅ
う
破
裂
の
た

め
、
東
京
都
三
鷹
市
の
杏
林
大
学
附
属

病
院
で
死
去
さ
れ
た
。
告
別
式
は
十
一

日
禅
杯
寺
で
。
昭
和
二
十
六
年
「
風

遡
で
、
第
一
回
文
栄
者
賞
受
賞
。
「
芦

屋
夫
人
」
「
自
由
ケ
丘
夫
人
」
「
銀
座
夫

人
」
の
三
部
作
が
あ
る
が
、
本
誌
に
は

「
神
戸
共
人
」
「
兵
庫
の
女
」
を
辿
赦
さ

れ
た
。
自
宅
は
三
脚
市
井
の
頭
五
ノ
ニ

ノ
九
。
本
誌
八
月
号
に
武
慨
芳
一
さ
ん

に
追
悼
文
を
掲
載
す
る
。
行
年
六
士
ハ

歳
・☆

大
阪
フ
ォ
ル
ム
而
廊
の
松
村
健
社
長

が
、
五
月
二
日
心
筋
梗
塞
の
た
め
永
眠

さ
れ
、
五
月
末
日
を
も
っ
て
、
本
人
の

意
向
に
従
い
閉
鎖
さ
れ
る
。

☆
劇
幽
青
い
森
（
も
り
も
り
こ
主
宰
）

が
芦
屋
か
ら
神
戸
に
事
務
所
と
稽
古
場

を
移
転
し
た
。
新
住
所
〒
細
神
戸
市
東

灘
区
魚
崎
中
町
４
ノ
２
ノ
釦
（
阪
神
魚

崎
駅
よ
り
徒
歩
５
分
）
茸
叩
（
４
１
２
）

６
１
８
０

★
プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
の

詩
人
・
武
田
信
明
さ
ん
が
四
月
二
十
七

日
石
井
香
織
さ
ん
と
結
婚
。
迩
店
は
〒

師
神
古
市
灘
区
曽
和
町
２
丁
目
６
ノ
巧

曾
噸
１
４
８
７

152

せ
ん
の
平
山
泰
代
さ
ん
、
十
川

尚
子
さ
ん
は
愛
ら
し
い
声
な
が

ら
大
人
の
魅
力
。
美
人
Ｄ
Ｊ
の

角
野
啓
子
さ
ん
。
翻
訳
通
訳
で

も
活
躍
の
ア
ル
ナ
ケ
マ
ニ
さ
ん

と
各
曜
日
に
個
性
が
出
揃
う
。

☆
日
独
交
流
の
祝
賀
会

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
第
諏
回
憲
法
発
布

の
日
を
記
念
し
て
五
月
二
十
三
日
相
楽
園

会
館
で
、
エ
ベ
ル
ハ
ル
ド
・
バ
ウ
マ
ン
、

ド
ミ
ー
ー
ク
・
ロ
ラ
ン
、
パ
ウ
マ
ン
総
領
蔀

夫
妻
主
催
で
、
ビ
ー
ル
を
片
手
の
お
祝
い

パ
ー
テ
ィ
に
約
加
名
が
大
集
合
。

日独交流の集いは賑やか こ
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相楽園内の異人館（上）と船屋形

１
１５４
１

今
回
は
、
「
観
光
特
集
」
に
合
せ
て
、
神
戸
市
営
の
観
光
バ
ス
に

乗
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

観
光
バ
ス
で
都
会
の
あ
ち
こ
ち
を
観
て
ま
わ
る
の
は
、
国
内
で

は
二
度
目
で
あ
る
。
学
生
時
代
に
上
京
し
た
と
き
、
親
戚
が
夜
の

都
内
観
光
バ
ス
に
乗
せ
て
く
れ
た
。
な
ぜ
か
、
浅
草
の
国
際
劇
場

か
ど
こ
か
で
観
た
ラ
イ
ン
・
ダ
ン
ス
に
感
激
し
た
こ
と
だ
け
、
お

ぼ
え
て
い
る
が
、
神
戸
の
市
内
で
バ
ス
観
光
は
、
こ
れ
が
初
め
て

で
あ
る
。

神
戸
市
営
観
光
バ
ス
が
全
国
に
誇
る
目
玉
コ
ー
ス
は
、
も
ち
ろ

ん
、
「
酒
蔵
．
！
ス
」
だ
が
、
こ
れ
は
、
十
二
月
一
日
’
三
月
二

○
日
の
期
間
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
と
な
る
と
、
選
択
の
幅
は
か
な

り
狭
く
な
る
。
と
い
う
の
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
し
か
な
い
か
ら
で
あ

る
。 ｌ

市
営
観
光
バ
ス
試
乗
記

港
で
お
舟
、
山
か
ら
眺
望

三
平
の

や
ぶ
に
ら
み
見
聞
綴

〈
そ
の
９
〉

三
平
の

や
ぶ
に
ら
み
見
聞
録

カ
メ
ラ
／
池
田
年
夫

１
１５４
１

が
、
私
は
、
⑧
に
乗
る
こ
と
に
し
た
。
な
に
よ
り
ま
ず
、
時
間

の
都
合
に
よ
る
の
だ
が
、
結
果
と
し
て
は
、
こ
の
コ
ー
ス
の
ほ
う

が
私
に
は
向
い
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の
好
き
な
港
内
観
光
が

あ
り
、
ま
た
、
六
甲
山
か
ら
海
を
眺
め
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る

三
宮
の
交
通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
南
玄
関
西
寄
り
に
乗
り
場
は
あ

る
。
バ
ス
に
乗
っ
て
ま
ず
カ
ン
ゲ
キ
し
た
の
は
、
前
方
シ
ー
ト
の

背
に
、
栓
抜
き
と
、
コ
ッ
プ
。
ホ
ー
ル
ダ
ー
が
つ
い
て
い
る
こ
と

だ
っ
た
／
、
と
こ
ろ
が
、
本
誌
編
集
部
に
そ
の
カ
ン
ゲ
キ
を
伝
え

る
と
、
「
ハ
ァ
、
最
近
は
、
よ
く
あ
り
ま
す
ね
ご
と
、
こ
と
も
な

げ
に
言
わ
れ
て
、
オ
ク
レ
て
る
ゥ
、
と
ハ
ン
セ
イ
さ
せ
ら
れ
た
。

④
市
内
コ
ー
ス
（
市
内
と
異
人
館
）
風
見
鶏
の
館
・
ラ
イ
ン

の
館
←
神
戸
ポ
ー
ト
。
タ
ワ
ー
（
港
湾
博
物
館
）
←
須
磨
寺

（
た
だ
し
、
水
曜
は
須
磨
離
宮
公
園
）
ｌ
午
前
九
時
四
○

分
発
・
約
３
時
間
、
大
人
一
八
○
○
円

③
六
甲
山
コ
ー
ス
（
港
め
ぐ
り
と
六
甲
山
）
神
戸
港
遊
覧
←

相
楽
園
←
六
甲
有
馬
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
（
カ
ン
ッ
リ
ー
駅
←
六

甲
駅
間
）
’
三
月
一
二
日
Ｉ
一
一
月
三
○
月
午
後
一
時

三
○
分
発
・
約
４
時
間
、
大
人
一
一
○
○
○
円

要
す
る
に
、
「
酒
蔵
コ
ー
ス
」
と
「
六
甲
山
コ
ー
ス
」
は
入
れ
替

る
の
で
、
年
末
三
日
間
を
除
い
て
無
体
な
の
は
、
「
市
内
コ
ー
ス
」

だ
け
で
あ
る
。

小
関
三
平
（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）

小
関
三
平
（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）

カ
メ
ラ
／
池
田
年
夫
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港めぐりの名物船長角本さんと海、船を愛する港めぐりの常連さんと（左）港の中には様々な光景が繰り広げられている

さ
て
バ
ス
は
、
ま
ず
、
フ
ラ
ワ
ー
・
ロ
ー
ド
を
南
進
し
中
突
堤

に
向
か
う
。
途
中
、
ガ
イ
ド
蛾
が
、
「
日
本
最
初
の
花
時
計
」
や

市
役
所
・
税
関
の
建
物
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
る
う
ち
に
、
海

岸
通
り
へ
と
右
折
す
る
。
こ
の
通
り
に
は
、
風
格
の
あ
る
古
い
ビ

ル
が
、
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。
中
突
堤
の
東
側
に
は
、
来
春
開

設
の
「
メ
リ
ケ
ン
・
パ
ー
ク
」
が
建
設
中
で
、
白
い
帆
を
象
徴
し

た
モ
ダ
ン
な
屋
根
の
「
海
洋
博
物
館
」
は
、
す
で
に
、
外
形
が
出

来
あ
が
っ
て
い
る
。

港
内
遊
覧
は
、
十
年
ば
か
り
ま
え
に
女
房
や
幼
な
い
娘
た
ち
を

伴
な
っ
て
以
来
の
こ
と
だ
が
、
船
を
見
た
だ
け
で
コ
ー
フ
ン
す
る

の
が
私
の
幼
児
性
で
、
そ
の
と
き
も
、
パ
パ
ひ
と
り
で
ハ
シ
ャ
い

で
い
た
。

だ
が
、
た
し
か
に
、
こ
れ
は
値
打
ち
が
あ
り
、
ミ
ナ
ト
な
ら
で

は
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
倉
庫
・
造
船
所
・
ド
ッ
ク
・
外
国

籍
貨
物
船
な
ど
の
説
明
が
、
な
か
な
か
詳
し
く
て
、
チ
エ
が
つ

く
。
た
と
え
ば
、
突
堤
・
倉
庫
別
の
主
な
輸
入
品
目
と
か
、
「
浮

き
ド
ッ
ク
」
の
構
造
、
船
の
国
籍
・
大
き
さ
、
総
ト
ン
数
と
排
水

ト
ン
数
の
ち
が
い
と
か
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
マ
イ
ク
説
明
は
、
明
快

か
つ
啓
蒙
的
な
の
で
あ
る
。

ド
ッ
ク
で
修
理
中
の
、
海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦
も
人
目
を
惹
い

た
し
、
お
な
じ
く
修
理
中
の
サ
ウ
デ
ィ
。
ア
ラ
ビ
ア
の
船
や
、
第

六
突
堤
で
荷
役
作
業
中
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
船
も
、
遠
い
異

郷
へ
の
想
い
を
誘
う
。
ヘ
リ
搭
載
の
海
上
保
安
庁
巡
視
船
も
あ
る

第
一
突
堤
が
と
く
に
中
国
航
路
優
先
だ
と
か
、
第
四
突
堤
を
つ

く
る
の
に
一
八
億
円
か
か
っ
た
と
か
、
第
五
突
堤
の
先
端
に
海
上

保
安
庁
の
港
内
見
張
所
が
あ
る
と
か
も
、
初
め
て
知
っ
た
。

ポ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
が
、
な
に
よ
り
ま
ず
、
世
界
最
大
の
取

扱
量
を
誇
る
コ
ン
テ
ナ
基
地
を
目
的
と
し
て
造
成
さ
れ
た
こ
と

も
、
あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
二
八
隻
の
貨
物
船

が
横
着
け
で
き
、
荷
役
作
業
は
、
各
船
あ
た
り
八
’
一
○
時
間
で

ン
フ
ー
で
、
ノ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
ダ
、
ウ

ン
。相

楽
園
の
次
は
、
第
三
地
点
に
し
て
最
終
ポ
イ
ン
ト
た
る
六
甲

山
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
カ
ン
ッ
リ
ー
駅
で
あ
る
。
バ
ス
は
、
桐
の

５
１
５
１
１
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溌鳴

鰯

市
交
通
局
に
は
わ
る
い
が
、
率
直

Ｏ
Ｋ
と
い
う
。
た
だ
し
、
そ
の
分
、
南
京
町
の
外
国
船
員
バ
ー

は
、
コ
マ
る
わ
け
だ
ろ
う
が
…
…
。

だ
が
、
説
明
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
言
う
と
、
バ
ス
・
ガ
イ
ド
嬢

の
山
本
妙
子
さ
ん
の
そ
れ
に
も
、
感
心
し
た
。
声
が
低
く
、
ゆ
っ

た
り
し
た
調
子
で
、
ア
ド
リ
ブ
も
多
く
、
ガ
イ
ド
嬢
に
あ
り
が
ち

な
「
立
て
板
に
水
」
式
の
キ
ン
キ
ン
早
口
調
で
は
な
い
。
じ
っ
く

り
と
自
然
に
語
り
か
け
る
の
が
い
い
。
聴
く
の
が
疲
れ
な
い
。

相
楽
園
で
下
車
し
た
と
き
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
が
、
こ
の
道

六
年
の
、
小
柄
で
ニ
コ
ニ
コ
、
い
か
に
も
神
戸
っ
子
ら
し
い
明
る

さ
で
あ
る
。
ふ
つ
う
は
、
市
バ
ス
に
乗
務
し
て
る
が
、
み
ん
な
、

月
一
一
回
は
観
光
ガ
イ
ド
に
ま
わ
る
の
だ
と
か
。
や
っ
ぱ
り
、
観
光

客
か
ら
礼
状
を
も
ら
っ
た
り
す
る
と
う
れ
し
い
、
と
い
う
。
逆
に

コ
マ
る
の
は
、
乗
車
に
遅
れ
る
人
だ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
で
、
下

車
の
た
び
に
頻
尿
気
味
で
、
ア
ワ
て
て
バ
ス
に
馳
け
も
ど
っ
た
私

は
、
恥
ず
か
し
く
な
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
ネ
ア
カ
・
コ
ロ
コ
ロ
嬢
は
、
お
花
・
相
楽
園

で
の
く
つ
ろ
ぎ
。
映
画
が
好
き
で
、
最
近
観
た
映
画
で
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
は
、
「
国
際
警
察
」
だ
っ
た
と
言
う
か
ら
、
か
な
り
活

発
で
、
イ
サ
マ
シ
い
レ
デ
ィ
ら
し
い
。
酔
っ
払
っ
て
痴
漢
に
ヘ
ン

シ
ー
ン
す
る
オ
ジ
サ
ン
は
、
注
意
し
た
ほ
う
が
い
い
。
必
殺
の
ヵ

薗蕊蕊憩 錘些

６
１
５
１
１

並
木
の
原
田
通
り
を
東
進
し
、
神
戸

大
学
←
鶴
甲
団
地
を
通
っ
て
、
六
甲

山
へ
と
登
る
。
が
、
残
念
な
こ
と

に
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
テ
ー
プ
説
明

を
裏
切
っ
て
、
「
大
阪
湾
の
眺
望
」

ど
こ
ろ
か
、
海
そ
の
も
の
が
、
曇
り

空
の
た
め
、
見
え
な
か
っ
た
。
こ
の

日
の
お
客
さ
ん
は
、
運
が
わ
る
か
っ

た
と
い
う
ほ
か
な
い
。
そ
れ
に
、
相

楽
園
も
、
ツ
ッ
ジ
の
季
節
は
過
ぎ
て

た
の
で
あ
る
。

に
言
え
ば
、
市
内
観
光
コ
ー
ス
は
、
物
足
り
な
い
。
も
っ
と
も
、

そ
れ
は
交
通
局
だ
け
の
責
任
で
は
な
く
て
、
駐
車
可
能
な
特
色
あ

る
建
物
・
場
所
が
、
少
な
い
の
で
あ
る
。
農
業
公
園
も
学
園
都
市

も
フ
ラ
ワ
ー
・
セ
ン
タ
ー
も
、
い
ず
れ
も
遠
く
、
ま
た
、
互
い
に

離
れ
す
ぎ
て
い
る
し
、
南
京
町
の
中
華
街
に
バ
ス
を
止
め
る
ス
ペ

イ
ス
は
な
い
。
市
立
博
物
館
や
高
架
下
商
店
街
と
て
、
同
様
で
あ

る
。
一
一
一
地
点
だ
け
と
い
う
の
も
少
な
す
ぎ
る
し
、
下
車
地
で
の
時

間
的
ゆ
と
り
も
、
飲
み
食
い
・
イ
ベ
ン
ト
鑑
賞
も
な
い
。

い
っ
そ
、
「
ナ
イ
ト
・
コ
ー
ス
」
を
つ
く
っ
て
、
諏
訪
山
か
ら
夜

景
を
見
た
り
、
文
化
ホ
ー
ル
そ
の
他
を
や
り
く
り
し
て
、
ジ
ャ
ズ

や
民
俗
芸
能
や
各
種
の
シ
ョ
ー
・
芝
居
を
観
せ
る
方
法
は
、
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
？
飲
食
抜
き
で
二
千
円
と
い
う
の
も
、
安
く
な

い
。
で
き
れ
ば
、
カ
ン
ッ
リ
ー
駅
か
ら
有
馬
駅
へ
と
、
日
本
最
長

の
ｐ
Ｉ
プ
・
ウ
ェ
イ
を
使
い
、
温
泉
で
つ
か
る
ｌ
と
い
う
の

が
、
望
ま
し
い
。
そ
の
あ
と
、
夜
の
街
に
も
ど
っ
て
、
夜
景
を
楽

し
み
、
外
国
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ヘ
で
も
行
け
れ
ば
、
そ
れ
が
理

想
だ
ろ
う
。

ま
あ
、
土
・
日
は
平
均
百
人
以
上
が
来
る
が
、
ウ
ィ
ー
ク
・
デ

ー
の
乗
客
は
少
な
い
し
、
経
費
・
時
間
の
面
で
も
、
問
題
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
が
、
バ
ス
・
コ
ー
ス
の
選
定
が
、
経
済
局
観
光

課
に
よ
る
の
で
な
い
こ
と
も
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
。
こ
の
あ
た

相楽園が好きという山本妙子さん（上）今日は曇ってて残念

勘
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1副煮蔀

騒

誰

念

☆
神
戸
市
観
光
バ
ス
案
内
所

国
鉄
三
ノ
宮
駅
西
口
南
交
通
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
２
階

恋
０
７
８
（
３
９
１
）
４
７
５
５

観
光
バ
ス
は
座
席
予
約
制
で
す

が
、
神
戸
市
の
観
光
行
政
も
、
な
か
な
か
の
意
気
込
み
で
あ

る
。
毎
年
、
名
古
屋
・
東
京
方
面
に
、
宣
伝
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
送

り
込
ん
で
い
る
し
、
今
年
は
と
く
に
、
紙
製
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

込
ん
だ
り
、
異
人
館
。
酒
蔵
な
ど
四
種
の
カ
ラ
ー
写
真
入
り
の
名

刺
を
、
何
万
枚
も
つ
く
っ
て
、
地
元
観
光
業
者
や
市
職
員
に
持
た

せ
た
り
と
、
「
燃
え
る
観
光
課
」
は
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
る
。
ポ
ス
タ

ー
も
、
日
本
観
光
協
会
と
国
鉄
が
共
催
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
銀

賞
に
輝
い
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
は
、
ク
イ
ー
ン
神
戸
、
異
人
館
ガ
ー
ル
、
ブ

ル
ー
。
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
の
ほ
か
、
民
俗
衣
裳
を
ま
と
っ
た
各
国
外

人
ギ
ャ
ル
や
、
ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド
ま
で
同
行
す
る
と
い
う
、
凝
り

か
た
で
あ
る
。
ポ
ス
タ
ー
は
、
全
国
一
七
○
○
の
国
鉄
駅
に
貼
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。

昨
年
度
の
実
績
で
は
、
「
入
込
客
数
」
の
増
加
率
は
、
（
１
）
港

・
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
七
・
三
％
）
、
（
２
）
市
街
地
（
四
・
○

％
）
、
（
３
）
西
北
神
。
農
村
観
光
群
（
三
・
三
％
）
、
（
４
）
有
馬

（
三
・
一
一
％
）
の
順
で
、
「
観
光
群
」
六
地
域
の
合
計
で
は
、
一

四
・
六
影
の
伸
び
だ
か
ら
、
上
向
き
で
あ
る
。

た
だ
し
、
観
光
課
長
。
橋
口
勝
棺
さ
ん
に
よ
る
と
、
ホ
テ
ル
が

ふ
え
る
の
は
い
い
が
、
旅
館
が
シ
ワ
ョ
セ
を
受
け
る
と
い
う
デ
ィ

レ
ン
マ
が
あ
る
ら
し
い
。
六
甲
・
摩
耶
の
五
・
二
％
減
、
北
野
の

三
・
一
彩
減
も
、
い
さ
さ
か
問
題
で
あ
る
。

が
、
来
年
に
は
、
新
し
い
目
玉
と
し
て
、
須
磨
水
族
館
が
、
四

五
億
円
を
か
け
て
、
東
洋
一
の
規
模
へ
と
増
築
・
改
装
さ
れ
る
。

ラ
ッ
コ
二
頭
も
入
館
す
る
。
や
っ
ぱ
り
、
コ
ー
ベ
は
「
海
」
こ
そ

が
、
最
大
の
観
光
資
源
な
の
で
あ
る
。

り
、
一
工
夫
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

ｉ
ｌ５７
１
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